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「脳の関心度」をチェック！
脳波コミュニケーション技術による感性評価手法の開発
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目的と効果
この発明は、複数の外的刺激に対する脳の反

応性の高さを序列化することを目的として生ま
れました。近年、主観的なバイアスを受けやす
いアンケート調査に代わって脳活動にもとづく
感性評価手法に注目が集まっています。ただし、
莫大な量の多変量脳活動データをどのように解
析すれば、購買行動の予測などマーケティング
に有用な情報を得ることができるかに関しては
あまり有効な手段はありませんでした。そこで
この発明では、被験者の意識的操作を受けにく
い巧みな認知課題と脳内意思解読用に開発した
パターン識別手法の組み合わせによって、潜在
意識を含めた「脳の関心度」を反映した序列化を
可能にしました。

技術の概要
産総研では、脳と機械を直結するブレイン−

マシン インターフェース（BMI）技術の一種
として、脳波による意思伝達装置「ニューロコ
ミュニケーター」の試作機開発に成功しました
（図 1）。現在、重度の運動機能障がい者を対
象とした福祉機器としてこのシステムの実用化

を進めつつ、その過程で開発したリアルタイム
性の高い脳波解読手法をベースに各種産業応用
に取り組んでいます。その代表的な成果が「脳
波総選挙」システムというニックネームをつけ
たこの発明です。この発明を用いれば、簡単な
「脳トレ」ゲームを行っているときの脳波デー
タに対してパターン識別技術を適用することに
よって、用いる視覚刺激群に対する脳の反応の
強さを客観的・一義的に序列化することができ
ます（図 2）。

発明者からのメッセージ
私たちの脳は、興味を引く外界の事物に自動

的に注意を向ける性質があります。ただし、そ
の事物が物理的に目立つ（コントラストが高
い）だけが重要ではありません。同じものでも
誰が観察するかによって興味を引くかどうかは
変わってきます。「脳波総選挙」システムは、
顕在意識、潜在意識を問わず私たちの「脳の関
心度」の高さを視覚化して教えてくれます。正
確な結果の解釈にはさらなる実証実験が必要で
すが、まずは多くの人にこのシステムを楽しん
でもらいたいと思います。

適用分野：
●脳波による意思伝達システ

ム（ニューロコミュニケー
ション）

●脳波による感性評価システ
ム（ニューロマーケティン
グ）

●脳波による意思決定支援
システム（ニューロコンサ
ルティング）

図1　脳波による意思伝達装置「ニューロコミュニケー
ター」®
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図2　調査対象となる製品に関する視覚刺激の提示法
と脳波データの解析法




